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勝央町は豊かな自然環境にあって古来より人々の生活が営まれ、およ

そ 1万 2千年前の縄文時代草創期に始まり、江戸時代の宿場町として栄

えるなど、800箇所を超す遺跡が確認されてお り、現在 まで豊かな歴

史・文化を育んできました。

本書は平成18年度から平成20年度に実施 した町内遺跡の試掘 。確認調

査の報告書です。調査は遺跡の有無や広がり、遺跡の性格を把握するこ

とを目的としたもので、限られた範囲の調査ではありますが、私達の先

人が残 した遺構や遺物などは、これらを地道に積み重ねることによっ

て、町の歴史を構築する上での貴重な財産になると考えています。

本書が勝央町の歴史を理解するための一助 となり、また広 く一般の

方々の文化財に対する理解と関心を高める上で役立てば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び本書の作成にご協力いただいた

方々をはじめ、ご支援 0ご協力を賜 りました関係者各位に心より御礼申

し上げます。

平成22年 3月

勝央町教育委員会

教育長 竹 久 保



例  言

1.本書は勝央町が平成21年度国庫補助事業として実施した勝央町内遺跡の発掘調査報告書である。

2.本書には平成18年度から平成20年度までの 3ケ 年、国の補助金を得て実施 した試掘・確認調査の

成果を掲載 している。

3.調査および報告書作成は勝央町教育委員会教育振興部が行い、調査および本書の執筆編集は勝央

町教育委員会教育振興部 国 正雄が担当した。

4.調査・報告書作成の体制

発掘調査体制

年 度 名 称 教育長 総括参事 参 事 参事補 担 当 備  考

18 教育振興部 岸本耕二 光石和廣 小村勝彦 国 正雄

年 度 名 称 教育長 総括参事 参 事 参事補 担 当 備  考

19 教育振興部 岸本耕二 光石和廣 小村勝彦 植月 弘 国 正雄

年 度 名 称 教育長 総括参事 参 事 参事補 担  当 備  考

20 教育振興部 岸本耕二 小村勝彦 厨子二久 国 正雄

報告書作成体制

年 度 名 称 教育長 総括参事 参 事 参事補 担 当 備  考

21 教育振興部 竹久 保 小村勝彦 厨子一久 国 正雄

5.本報告にかかる遺物・写真 。図面は勝央町教育委員会で保管 している。

6.発掘調査および本報告書作成に際して、地権者、調査参加者を初め、多 くの方々にご協力を頂き

ました。

イダJ

1.本書に示す標高値は東京湾標準潮位 (T.P.)を 基 とし、標高値の無いものは任意のレベルを基準

にしたもので、土層断面図の水準線は同一レベルを示す。

2.本書に使用 した調査位置図は、勝央町教育委員会が平成15年 3月 に発行 した『勝央町遺跡地図』

を複製 したものである。また、 トレンチ位置図は、勝央町都市計画地図を複製使用 したものであ

る。

3.方位については調査位置図とトレンチ位置図が真北、 トレンチ平面図は磁北を指す。

4.本書における遺構および遺物実測図の縮尺については明記 しているが、主なものは以下のとお り

である。

トレンチ平面 。断面図 (1/100、 1/200)遺 物 :土器・石器 (1/4)

5.本書に掲載 した土器の断面については、自抜 きが弥生土器や土師質の土器、黒塗 りが須恵器・須

恵質の土器、網入 りが瓦質土器を示 している。
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第 1章 地理的・歴史的環境

第 1章 地理的・歴史的環境

勝央町は南方に緩やかに傾斜する標高100m～ 200mの丘陵台地にある。町の北部は那岐山、滝山な

どの中国山地を背に受けて日本原高原から緩やかな丘陵が起伏 した台地を形成 し、町の中南部は滝山

に源を発 し、町の中心を南北に流れ、岡山三大河川の吉井川に注 ぐ滝川に沿つて比較的平坦な盆地・

平野を形成 している。豊かな土地にあって古来より多 くの人々が生活 していたようで勝央町内には現

在までに約800箇所の遺跡が確認され、県下でも有数の埋蔵文化財包蔵地帯となっている。以下、町

内の主要な遺跡の概要を述べ歴史を概観する。

まず、町内最古の遺跡としては、縄文草創期の尖頭器や石鏃などが最近調査された大河内遺跡でま

とまって出土している。その他、縄文時代前期の押型文土器が金鶏塚遺跡などで採集されている。弥

生時代では前期に遡る土墳墓が大河内遺跡で発見されているが、中期以降に多 くの集落が展開する。

中期後葉から後期では、北部の鳥羽野周辺において銅鐸が出土 している念仏塚遺跡を中心に、台地上

に広範囲に集落が展開する。南部では滝川下流域の拠点的な集落と考えられる小中遺跡があり、建替

を含め300軒 を越す住居が確認されている。後期末～古墳初頭には、最近の調査により土居遺跡、宮

ノ上遺跡において住居跡が発見され集落像が明らかになった。続 く古墳時代では、町内全域に多 くの

古墳が存在 している。前期には、北部の植月・美野は美作最大の植月寺山古墳 (全長約90m)ゃ美野

高塚古墳 (全長約70m)等 を初め多 くの前期～中期の前方後方墳が密集する特異な地域となっている。

さらに南部の勝間田周辺でも前方後方墳の岡高塚古墳 (全長56m)、 前方後円墳の琴平山古墳 (全長48

m)、 殿塚古墳 (全長48m)が存在する等、多 くの首長墓が認められる。中期では前方後円墳の愛宕山

古墳 (全長28m)、 よつみだわ2号墳 (全長20m)が存在 し、最近調査され銅鏡 2面が出土 した中期前

半の宮ノ上古墳などもある。中期後半～後期には多 くの群集墳が確認されている。竪穴系を主体 とす

る広高下古墳群や東光寺古墳群、後期後半には横穴式石室を中心とする奥の院古墳群や高塚古墳群が

存在する。一部の古墳からは美作に特徴的な陶棺が出土 している。奈良時代～平安時代には勝田郡衛

に比定される勝間田 。平遺跡があり、正庁と見られる大型建物が検出され、瓦や硯など特徴的な遺物

が出土 している。その他、小中遺跡でわずかに奈良時代の掘立柱建物が確認されている以外は一般集

落については不明な点が多い。平安時代末～鎌倉時代にかけては、間山周辺もしくは畑屋 。東吉田一

帯で須恵器系中世陶器である勝間田焼の窯が50基以上確認されてお り、勝間田古窯跡群と呼称されて

いる。戸岩窯や進上谷窯の成果から日常雑器を中心に生産していたことが判明してお り、美作を中心

に一部は播磨や山陰地域にも流通している。集落跡では土師器窯が発見された石仏上遺跡、大型掘立

柱建物が発見された藤ヶ瀬遺跡、及遺跡など消費地の調査例が増加 している。中世後期の城館では植

月宮山城や小矢田城が代表的なものである。近世には参勤交代のため出雲街道の宿場町として勝間田

が整備された。

※本文は、勝央町文化財調査報告第 4集『福吉丸山遺跡』「第 2章 遺跡の位置と環境」勝央町教育

委員会 1999 の内容を元に、一部最近の成果を取 り入れたものである。

-1-
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1.鳥羽野遺跡群

2.念仏塚遺跡

3.植月寺山古墳

4.宮山城

5.広高下古墳群

6.戸岩窯

7 西宮神社裏古墳

8 美野中塚古墳

9.美野高塚古墳

10.田井高塚古墳

(_______) 散布地及び集落跡等

引  ■H   前方後円墳 前方後方墳

●  ■   円 墳 方 墳 (墳墓)

ti:::::::I:::::) 古 墳 群 (墳墓群 )

(■::IIIIliII) 寺 院 跡

L         跡

CiiIPI「 :I〕  中近世の城跡

11.愛宕山古墳

12.河 内奥窯

13.岡高塚古墳

14.問 山高福寺跡

15.琴平山古墳

16.殿塚古墳

17.勝 間田・平遺跡

18.石仏上遺跡

19.勝間田宿場跡

20.神田山城

21.七十古墳群

22.進上谷窯

23.東光寺古墳群

24.小中遺跡

25.小池谷遺跡

26.藤ヶ瀬遺跡

27.大河内遺跡

28.小矢田城

遺跡分布地図 (1/40000)

勝央町遺跡分布地図凡例

予呻 1ゝ/ペ

第 1図
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第 2章 調査の経緯と経過

第2章 調査の経緯と経過

第 1節 勝央町の概要と調査の経緯

勝央町は、総面積約53kゴ、人口 1万 1千人の小さな町である。農業を中心とするが、中国地方でも

有数の工業団地があり、工業 も盛んな地域である。現状で800箇所以上の埋蔵文化財包蔵地が存在 し

ており、さらに増加する可能性がある。

近年、町の中心部である勝間田地区をはじめ、国道179号沿線である岡・黒土地区では市街化が進

み、宅地造成やアパー ト建設などが増加傾向にある。この状況下、町では平成11年～平成14年 に国庫

補助事業として町内全域を対象とした遺跡分布調査を実施 し、詳細な遺跡分布地図を作製 して、遺跡

の基礎資料を充実させた。平成15年度からは、国庫補助事業 として開発事業に先立つ町内遺跡の試

掘・確認調査を実施することとなり、開発と文化財保護の協議が円滑に進むよう努めている現状であ

る。平成15年度～平成17年度の成果については、既に試掘確認報告書が刊行され、公表されている。

以後、最近3ヶ 年の開発の傾向としては、民間 。公共ともに大規模な事業は少なくなっているのは変

わらないが、依然、公共事業では小規模な道路工事が多く、一方の民間開発では共同住宅等の宅地造

成が多くを占めている。

第2節 平成18年度～平成20年度の調査について

平成18年度～平成20年度国庫圃場事業により実施した試掘 。確認調査件数は19件で別表のとおりで

ある。中でも平成19年度 。平成20年度は、それ以前に比べ協議件数は増加 してお り、これは共同住宅

等アパー トの建設が増加 したためである。以下、各年度の主要な成果を述べる。

平成18年度は5件の試掘調査を実施した。このうち、土居遺跡(H18-1、 H18-3)では、弥生時

代後期後半の住居跡が発見され、弥生時代を中心とする集落と判明した。土居遺跡(H18-3)につい

ては、全面調査を実施した。家ノ下散布地(H18-2)では、南に離れた位置で新規に荒神遺跡が発見

された。また、上河原散布地(H18-5)では、一部に中世の集落が確認された。平成19年度は7件の

試掘・確認調査を実施した。このうち、石仏上遺跡(H19-2)は、平成13年度に初めて発見された中

世の集落遺跡で、今回東に大きく広がることが判明した。これについては全面調査を実施した。金仙

寺散布地(H19-3)では時期不明ながら平坦面や土墳が確認された。舞台裏遺跡(H19-5)では、西

に大きく集落が延びることが判明した。家ノ下遺跡(H19-6)は、弥生時代の集落と判明した。藤ヶ

瀬遺跡(H19-7)は、平成16年度に発見された中世の集落遺跡で、さらに南 。西方向へ広がることが

判明し、これについては全面調査を実施した。平成20年度は7件の試掘 。確認調査を実施した。三反

田散布地(H20-1)では古墳～奈良時代の遺構が新規に発見された。前高下遺跡(H20-3)は、弥生

時代後期を中心とする集落で大規模な溝等が確認された。藤ヶ瀬遺跡(H20-6)は、今回の試掘によ

り中世の集落がさらに南東方向へ広がることが判明した。また、天王散布地(H20-7)は内容不明の

散布地であったが、包含層や流路など中世を中心とした集落の一部と判明した。
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第 2章 第 2節 平成18年度～平成20年度の調査について

櫛 :

難1蠍 | :機構:癬躍:麟諄 ‖翻機麟欄暑:澁鰤 1勤蜀攀構鯉 1撒縦
H18 1 土居遺跡 黒  土 民間開発・宅地造成 H18.8 40 有

H18 ９

″ 家ノ下散布地 オ直月Jヒ 公共事業 。道路 H18.9～ 12 30 有 本 調 査

H18 ０
０ 土居遺跡 黒 土 民間開発 。宅地造成 H18.11 62 有 本 調 査

H18 4 八幡散布地 勝間田 民間開発 。通信設備 H19.1 つ
０

９

″

H18 5 上河原散布地 黒 土 民間開発・福祉施設 H19.2 132 有

H19 l 中核工業団地内A地点遺跡 太平台 公共事業・体育施設 H19.4 48

H19 ワ

″ 石仏上遺跡 勝間田 公共事業・学校建設 H19.5～ 6 38 有 本 調 査

H19 つ
Ｊ 金仙寺散布地 黒  土 民間開発・共同住宅 H19.9 48 有 盛土保存

H19 4 土居遺跡 黒 土 民間開発・共同住宅 H19.10 19 有 盛土保存

H19 5 舞台裏遺跡 植月Jヒ 民間開発・個人住宅 H19,11 28 有 盛土保存

H19 6 家ノ下散布地 オ直月Jヒ 公共事業 。道路 H19.11 10 有

H19 7 藤ヶ瀬遺跡 黒 土 民間開発・共同住宅 H19.11～ 12 47 有 盛土保存

H20 三反田散布地 植月中 民間開発・共同住宅 H20.5 40 有 立  会

H20 ９

“ 榎土居散布地 東吉田 公共事業 。道路 H20.6 48

H20 つ
じ 前高下散布地 オ直月Jヒ 公共事業・道路 H20.7 60 有 立  会

H20 4 大澤散布地 植月中 民間開発・個人住宅 H20.7 30

H20 5 平筑散布地 勝間田 民間開発・共同住宅 H20.8 ９

″ 有 盛土保存

H20 6 藤ヶ瀬遺跡 黒 土 民間開発・共同住宅 H20.10 24 有 盛土保存

H20 7 天王散布地 岡 公共事業・道路 H20.11 26 有 立  会

H20-3

H19-

H18-2

H20-1

H20-4

表 1 試掘・確認調査一覧表

H18-1

H19-4

H19-1

H20-7

第 2図 試掘・確認調査位置図 (1/60000)
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第 3章 埋蔵文化財試掘・確認調査の概要

第 3章 埋蔵文化財試掘・確認調査の概要

第 1節 平成18年度 (2006年度)実施の調査成果

1.土居遺跡確認調査 (H18-1)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町黒±319ほ か

(工事内容) 宅地造成

(調査期間) 平成18年 8月 3日 ～ 8月 4日

(調査面積) 約40ゴ

(調査概要)

勝央町黒土地内において分譲住宅地の造成が計画された。予定地は周知の土居遺跡に該当すること

から、事前に確認調査を実施することとなった。予定地は尾根先端の裾部にあたり、山側は造成によ

り崖となっている。道路予定地にトレンチを設定 した。重機で表土 。盛土を除去 し、入力により遺構

検出、掘削、出土遺物の採取を行った。以下、各 トレンチの調査概要を述べる。

Tl 10.0× 4.Omの トレンチを設定した。地山は山側では地表下30cmで確認された。削平を受けてい

るものの概ね南西に傾斜 してお り、旧地形を留めている。南西半分は大 きく削平を受け1.6m下がっ

た位置で地山を確認した。検出された遺構は、ビット2基、土墳 1基のみであった。ピットはいずれ

も残 りが悪 く、直径20cm、 深さ10cm程 度であった。ピットからは須恵器・土師器小片が出土 した。土

墳は直径60cm、 深さ15cmを測る。遺物は出土 していない。

(調査結果)

確認調査の結果、Tlか ら遺構・遺物が確認され、遺跡の存在することが判明した。時期は判然と

しないが、古墳時代か中世の集落跡と考えられる。今回の予定地内は削平が著 しく、Tl以外に遺構

が広がる可能性は少ないと思われる。遺跡は周辺地形等から西へ大きく展開すると予想される。

0          5m

第 3図  トレンチ位置図 (1/5000)。 平面図 (1/200)

調査位置図  (1/40000)

一ヽ
◎
言一言一ヽ一。

一一＼
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第 3章 第 1節 平成18年度 (2006年度)実施の調査成果

2.家ノ下散布地確認調査 (1次)(H18-2)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町植月北

(工事内容) 道路改良

(調査期間) 平成18年 9月 21日 ～12月 28日

(調査面積) 約30ゴ

(調査概要)

勝央町植月北地内において、町道′鳥羽野田中線の改良工事が計画された。予定地は西に張 り出す 2

本の丘陵尾根裾にあたり、北側は周知の家ノ下散布地に該当することや、南側は尾根上に存在する弓

盛散布地に隣接することなどから、事前に確認調査を実施することとなった。平成18年度は 1次調査

として南側丘陵の西側裾部に トレンチ(Tl～ T4)、 北側にT5を設定した。また平成19年度はT4

の北側にトレンチを設定する予定である。調査では、人力により作業を行い、包含層 。遺構掘削、出

土遺物の採取を行った。以下では、各 トレンチの調査概要を述べる。

Tl 予定地南端に3.0× 1.5mの トレンチを設定 した。付近は尾根裾にあたる。基本層序は表土直下

で地山である黄色砂礫層を確認 した。地表下20cmと 浅 く、圃場整備により削平されている状況であっ

た。遺構 。遺物ともに確認されなかった。

丁2 予定地南側、旧地形を留めている箇所に2.5Xl.5mの トレンチを設定 した。基本層序は表土、

遺物包含層である黒褐色砂質土、黒褐色砂質土、地山である黄褐色砂質土の順である。地山は地表下

50cmで達する。遺構は柱穴と見られるものが 1基検出されたのみである。出土遺物では、須恵器片、

土師器片が少量出土 した。

T3 予定地の中央に3.0× 1.4mの ト

レンチを設定した。T3・ T4は現況

では谷筋にあたる。基本層序は表土、

暗褐色砂質土、黄褐色粘質土の順であ

る。圃場整備により削平され、遺物包

含層とみられる暗褐色砂質土は10cmほ

どしか残っていなかった。地山は地表

下30cmと 比較的浅い位置で確認 され

た。ここでは遺構 は確認 されなかっ

た。出土遺物では須恵器片、土師器片

が少量出土 した。

丁4 予定地の中央に6.3× 1.4mの ト

レンチを設定 した。ここでは表土直下

で地山を確認 した。地表下30cmで達す

る。遺構は地山面で検出され、南北に

延びる溝状遺構、それに取 り付 く形で

東西に延びる谷状の溝を確認 した。溝

状遺構は、上部が暗渠により削平を受

調査位置図 (1/40000)

第 4図  トレンチ位置図 (1/5000)
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第3章 第1節 平成18年度 (2006年度)実施の調査成果

けているが、断面はU字形を呈する。埋土は黒褐色砂質土が堆積 している。出土遺物では、土師器片

等が出土 した。

丁5 4.5× 2.Omの トレンチを設定 した。基本層序は表土・造成土、遺物包含層である黒褐色砂質土、

暗褐色土、地山の順である。地山は北西へ傾斜 し、地表下80cmで達する。地山面で遺構が確認され

た。遺構は、ビット5基である。出土遺物では弥生土器片が少量出土 した。図化できた出土遺物で

は、弥生土器壺 102、 須恵器甕 304、 瓦質土器羽釜 5がある。

(調査結果)

今回の調査では、南側の丘陵裾にTl～ T4、 北側の丘陵裾にT5に分けて確認調査を実施 した。

まず南側のT2・ 4では僅かながら遺構・遺物が確認され、丘陵裾に広がる集落遺跡が新 しく発見さ

れ、地名から荒神遺跡と命名 した。またT5では遺構・遺物が確認され、家ノ下遺跡の実態が明らか

となった。T5では地山が北西へ傾斜 してお り、さらに西へ遺跡が広がると考えられる。これらのこ

とから、丘陵裾から西の羽出川に向けて弥生～中世の遺跡が広がると考えられる。

丁 1

T4

T2 ３一一・・・・・・・　．

才

L=124.5m

L=12415m
L=125.Om

丁 5

/

L-124.5m

L=125.5m

『̈
『

‖
′1    5

ド 27=馘 3

10 cm

第 5図  トレンチ平面・断面図 (1/100)・ 出土土器 (1/4)

〆
L_」

0       2m

OTl～T3
1 表土

2造 成土・攪乱

3 黒褐色砂質土 (遺物包含層)

4.黒褐色粘砂質土 (遺物包含層)

5.暗褐色砂質土

|

°
i主

(＼ ＼、ミ
 ゞ  民`

＼

|
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第 3章 第 1節 平成18年度 (2006年度)実施の調査成果

3.土居遺跡確認調査 (H18-3)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町黒土字吉政337-1ほ か

(工事内容) 宅地造成

(調査期間) 平成18年 11月 7日 ～11月 17日

(調査面積)62ぷ

(調査概要)

勝央町黒土地内において分譲住宅地の造成が計画された。予定地は周知の土居遺跡に該当すること

から、工事予定範囲内にTl～ T4の 4ヶ 所の トレンチを設定 した。重機で表土・造成土を除去後、

人力により遺構面の確認・精査を行った。以下、各 ト

レンチの概要を述べる。

Tl 計画地の南西端に6.0× 2.5mの トレンチを設定

した。表土・造成土を除去後、灰褐色土の遺物包含層

(中 世 )、 黄色砂礫層の地山面を確認 した。北端で弥生

時代の竪穴住居の一部が検出された。平面は円形と見

られ、柱穴は2基 を確認 した。埋土は黒褐色土で、弥

生土器片が出土 している。

丁2 計画地東南側に5.0× 2.Omの トレンチを設定 し

た。表土・造成土を除去後、黒褐色土の遺物包含層(弥 第 6図  トレンチ位置図 (1/5000)

生時代)を確認 した。さらに30cm下で黄色砂質土の地山面では、柱穴、土墳が検出された。埋土中よ

り弥生土器などが出土 している。この包含層は、その後の本調査により、住居跡の埋土と判明した。

T3 計画地東側に4.0× 6.Omの トレンチを設定した。表土。造成土を除去後、す ぐに地山である責色

、          丁 2Ｔ

一 ~や
6

′/

8
Om 

辱
議 請
1  

。7湖く
4                                       9

匡回 ｀
ま了'石 2

り10≦
===≡

型m― 爾爾が
~   ~´

 アi    l     イ 1      :ヵ   
√ 13

1                          、  L― /

OTl～T4          
り

‖
9   109m0      5m   :1遭起  :1朕雛壁J            Om      2.造 成±     5 黒灰色粘質土

3.灰褐色砂質±  6 黒灰色粘質土・黄色粘上混土

第 7図  トレンチ平面 0断面図 (1/200)・ 出土土器 (1/4)

調査位置図 (1/40000)
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第3章 第1節 平成18年度 (2006年度)実施の調査成果

砂質土面を確認 した。この面で中世期 とみられる柱穴が検出された。埋土中より勝間田焼が出土 して

いる。

丁4 計画地北西端に4.5× 3.Omの トレンチを設定した。表土・造成土を除去後す ぐに地山である黄色

砂質土面が現れた。この面で柱穴が検出された。埋土中から弥生土器片が出土 している。

図化できた出土遺物では、弥生土器甕 6・ 7、 壺 8、 高杯 9の他、勝間田焼椀10～ 13がある。

(調査結果)

調査により、すべての トレンチから遺構・遺物が発見された。特に弥生時代の竪穴住居、柱穴が確

認され、弥生土器が多 く出土 している。また、鎌倉時代の柱穴も少数確認されており、これらの時期

の集落が事業計画地一帯に広がっていることが判明した。

4.八幡散布地確認調査 (H18-4)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町勝間田468-1ほ か

(工事内容) 携帯電話基地局

(調査期間) 平成19年 1月 29日 ～ 1月 30日

(調査面積) 約23ゴ

(調査概要)

勝央町勝間田字八幡地内において鉄塔基地局の建設が計画された。予定地は周知の八幡散布地に隣

接することから事前に試掘調査を実施することとなった。計画位置は、丘陵頂部からやや緩斜面にあた

る。斜面に平行するようにトレンチ(試掘溝)を設定した。重機により表土除去後、人力で清掃、遺構

検出を行った。調査 した トレンチの概要を述べる。

丁 1 9.4× 2.5mの トレンチを設定 した。表土下

50cmで地山に達する。地山土は黄褐色砂質土であ

る。精査の結果、遺構 。遺物 ともに確認されな

かった。

(調査結果)

以上の結果から、今回の試掘調査では、直接遺

跡の痕跡を示すものは確認されなかった。平野か

ら見てやや裏側にあたるものと思われるが、同じ

丘陵上に遺跡が存在する可能性が高い。

5,上河原散布地確認調査 (H18-5)

(1/5000)

調査位置図 (1/40000)

(所 在 地)

(工事内容)

(調査期間)

(調査面積)

岡山県勝田郡勝央町黒土字上河原43… 1

福祉施設建設

平成19年 2月 13日 ～ 2月 28日

132rぽ

トレンチ位置図

-9-
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第3章 第1節 平成18年度 (2006年度)実施の調査成果

(調査概要)

黒土地内において福祉施設の建設が計画され

た。予定地は周知の上河原散布地に含まれること

から、事前に確認調査を実施することとなった。

予定地は平坦な水田地帯である。西からTl～ T

4の 4ヶ 所の トレンチ (試掘溝)を設定 し、基本

的に重機で表土・造成土を除去、人力により遺構

面の確認・精査を行った。以下、各 トレンチの概

要を述べる。

丁 1 計画範囲の西端に3.0× 12mの トレンチを

設定 した。南端では表土・造成土直下40cmで地山である礫層が確認された。中央部には黒褐色砂質土

が堆積 し、自然流路と判断した。流路状のものは東西方向に伸びる。ここでは底面から一段深 くなっ

丁 1 丁 3

2.造成土・旧表土

3.砂蝶土

4.黒褐色砂質土

5.黒褐色砂礫土

6 暗褐色砂土

7 暗褐色粘砂質土

OT3
1.表±      5 暗褐色粘質土

2.造成土・旧表± 6 黄灰色砂礫土

3.灰色砂質±   7 灰色砂礫土

4 灰色砂買±   8.黒 灰色砂礫土

T2

OT2
1 表土

2 造成土・旧表土

3 灰色砂質土

4 暗褐色砂質土

5 砂礫土

6.黒灰色砂質土

7 黒灰褐色砂質土

9865 10 4  5

0T4
1 表土

2.迪曳土・旧表土

3 灰色砂質土

4.灰色砂質土

5 灰色砂質土

6  7  8

6.暗灰色砂質土

7.黄褐色砂土

8 灰褐色砂土

9.黄灰色砂礫土

10 黒褐色砂質土

ヽ

一
'14

聯
―

―

´
´

15

鶉

ヽ士ノ:7■
琥

t     i/18
第10図  トレンチ平面・断面図 (1/200)・ 出土土器 (1/4)

第 9図  トレンチ位置図 (1/5000)

。／
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第3章 第1節 平成18年度 (2006年度)実施の調査成果

た溝状の遺構を確認 した。東西に延び、規模は幅 lm、 長さ1.5m以上である。その他、南端で柱穴

1基を検出している。黒褐色砂礫土中から少量ながら須恵器、勝間田焼が出土 している。

T2 計画範囲の中央西側に3.0× 12mの トレンチを設定 した。南端では表土、造成土直下で地山の

礫層を確認した。東西に延びる2本の自然流路を検出した。埋土は黒灰色砂質土である。明確な遺構

は確認されず、遺物は少量ながら勝間田焼などが出土 している。

丁3 計画範囲の中央東側に3.0× 10mの トレンチを設定 した。T3か ら東南佃1へは地形が下がって

いる。 トレンチ北西端において表土・造成土下60cmで ようやく地山である礫層が確認された。地山は

南へ30cmほ ど下がっている。基本層序は、造成土下が暗褐色粘質土、黄灰色砂礫層、灰色砂礫、黒灰

色砂礫、地山の順に堆積 している。明確な遺構は確認できなかったが、柱穴状のたわみが 1基確認さ

れている。遺物では暗褐色粘質土層や黒灰色砂礫層から須恵器、勝間田焼が出土 している。

丁4 計画範囲の東端に3.0× 10mの トレンチを設定 した。表土・造成上下90cmで地山である礫層が確

認された。地山である礫層は北へ下がっている。基本層序は暗灰色粘砂質土、黄褐色砂層、黒褐色砂

層、地山の順である。地山面から暗灰粘土を埋土とする杭跡が確認されたのみで、その他の明確な遺

構は確認できなかった。遺物では黒褐色砂層から、須恵器、土師器、勝間田焼が出土 している。

図化できた出土遺物は、勝間田焼椀14～ 17、 壺 18、 甕19である。

(調査結果)

調査の結果、計画地西半分に集落跡と見られる遺跡の一部が発見された。付近は中州のような小高

い土地であったと考えられ、Tlか らは溝状の遺構や、柱穴などが確認されている。しかしながら、

全体的に遺物の量も少なく、摩滅したものも多い。また、幾筋も自然流路が確認され、頻繁に河川の

氾濫があったことを示している。これらのことから、本来、集落が存在した可能性があるものの、土

地は安定しておらず、後世の洪水等で削平され残りは非常に悪いか、もしくは消滅していると考えら

れる。

-11-



第 3章 第 2節 平成19年度 (2007年度)実施の調査成果

第2節 平成19年度 (2007年度)実施の調査成果

1.中核工業団地内A地点遺跡確認調査 (H19-1)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町太平台43

(工事内容) グランドゴルフ場整備

(調査期間) 平成19年 4月 5日 ～ 4月 9日

(調査面積) 約48ゴ

(調査概要)

勝央町太平台にある中核工業団地内スポーッ公園において新たにグランドゴルフ場の整備が計画さ

れた。予定地は昭和49年に実施された勝央中核工業団地造成に伴う試掘によりA地点遺跡が発見さ

れ、ヽ 1古墳が保存された場所であることから、事前に確認調査を実施することとなった。十字形に

2ヶ 所のトレンチを設定した。重機により表土を除去後、入力で遺構検出、精査を行った。以下で

は、各 トレンチの調査概要を述べる。

丁1 尾根に直交する形で東西方向に28.0× 1.5mの トレンチを設定した。平坦部では表土下30cm、 東

斜面部では60cm下で黄褐色砂礫土の地山に達する。東斜面では、風倒木痕が確認され、埋土はクロボ

ク土が堆積していた。遺構・遺物ともに確認されなかった。

丁2 尾根頂上に南北方向に6.0× 1.5mの トレンチを設定した。表土下30cmで地山に達する。Tl同

様、遺構 。遺物ともに確認されなかった。

(調査結果)

以上の結果から、今回の確認調査では範囲が狭小ということもあり、予定地に遺跡は確認されな

かった。しかしながら、周辺の丘陵には遺跡が発見される可能性が高い。

トレンチ位置図 (1/2000)

2.石仏上遺跡確認調査 (H19-2)

(所 在 地)

(工事内容)

(調査期間)

(調査面積)

岡山県勝田郡勝央町勝間田191

学校改築

平成19年 5月 23日 ～ 6月 8日

38コピ

調査位置図 (1/40000)

調査位置図 (1/40000)
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第 3章 第 2節 平成19年度 (2007年度)実施の調査成果

(調査概要)

現在の勝間田小学校の改築工事が計画された。予定地は周

知の石仏上遺跡に含まれていることから、平成19年 1月 に急

遠、第 1次試掘調査 (Tl～ T3)を 実施 した。その結果、

遺跡の存在が明らかとなったため、遺跡の詳細な広が りを確

認することを目的に第 2次調査 (T4～ T6)の 3ヶ 所の ト

レンチを設定 した。以下、各 トレンチの概要を述べる。

丁4 8.0× 2.5mの トレンチを設定 した。基本層序は、造成

土、旧水田層、灰褐色砂質層 (遺物包含層 )、 地山の順であ

る。地山となる礫層は地表下90cmで確認された。地山は中央

丁 4

T

|

|

丁3

運動場

=グ

グ

井
~~~~

OT4
1.アスファリレト
2 造成土

3.蹴
4.灰色土・黄色土 ぐ麟辮1土 )

5 灰褐色砂質土 鐘物包含層)

6.褐色砂質土 (遺物包含層)

7 褐色粘砂質土

8 暗灰色粘質土

9 褐色砂療土・砂礫土

10 暗灰粘士・砂土 (互層)

0                    5m

ヒ    
′

22

/23

ヌ
ゴ

L6

蝙

4 5 6

ヽヽ

―

´

霰
ヽT一 F=毛′

OT5
1 アスファル ト・造成土

2 洵蛙

3.黒灰色粘質土

4 灰褐色囃

5 褐色粘砂質土

6 黒灰色砂礫土

第12図  トレンチ位置図 (1/5000)

I夕
/"

トレンチ平面 0断面図
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第 3章 第 2節 平成19年度 (2007年度)実施の調査成果

が一番高 くなっており、北へ徐々に下がっていく。最大30cmほ どの段差があり、褐色粘砂質土が堆積

している。これは東西に延びる溝状遺構 と考えられ、少量の勝間田焼片が出土している。南側は旧河

道と見られる褐色粘質土と砂層の堆積が見られ、この上面で東西方向に延びる溝状遺構を検出した。

幅1.8m、 深さ40cmと 浅いものである。出土遺物は少量であるが、勝間田焼、瓦質土器など中世期の

遺物が出土している。

丁5 5.0× 3.Omの トレンチを設定 した。大半が撹乱を受けてお り、部分的な調査に止まった。 トレ

ンチ東倶1で は造成土直下で地山の礫層が検出された。地表下50cmである。中央から西佃1へは地山が下

がっていくことから、溝状の遺構 と考えられる。埋土は褐色粘砂質土である。溝の深さ50cm以上と深

いもので、南北へ延びると考えられる。出土遺物は少量で、検出面から勝間田焼片、土師器片など中

世期の遺物が出土している。

T6 2.0× 1.8mの トレンチを設定 した。造成土直下で地山である茶褐色礫層が検出された。地表下

約40cmである。東端隅は後世の撹乱を受けている。遺構・遺物は確認されなかった。

図化できた出土遺物は、勝間田焼椀20～ 26、 小皿27、 甕28、 壺29、 土師器杯の高台部分30があ

る。すべてT4か ら出土したものである。

(調査結果)

今回の調査の結果、T4、 T5で遺構・遺物が確認され、 1次調査のTl、 T2の結果とも併せて、

石仏上遺跡が東南方向200mの位置まで広がっていることが判明した。T5の溝状遺構はTlで確認

された地形の落ち込みに対応 し、南北に延びると考えられる。またT4で は 2条の溝状遺構が存在

し、河道の埋没後に遺構が確認された。これらの遺構は出土遺物から中世の時期と考えられる。付近

一帯は、地山が礫層や砂層で構成され、滝川が盛んに氾濫する不安定な土地であったと考えられる

が、中世期には土砂が堆積 して比較的安定したものと考えられ、かなり広範囲に集落が営まれたと推

浪Jさ オtる 。

3.金仙寺散布地確認調査 (H19-3)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町黒土字池尻142ほ か

(工事内容) 共同住宅建設

(調査期間) 平成19年 9月 16日 ～ 9月 20日

(調査面積) 約48ゴ

(調査概要)

勝央町黒土地内において共同住宅の建設が計画された。予定地は、周知の金仙寺散布地に該当する

ことから、事前に確認調査を実施することとなった。調査は構造物範囲に2ヶ 所の トレンチを設定し

た。重機により表土。盛土を除去後、入力により掘削 し、遺構検出、掘削、出土遺物の採取を行った。

以下、各 トレンチの調査概要を述べる。

丁1 予定地東端に10.0× 3.Omの トレンチを設定した。北端において地表下70cmで黄色粘質土層の地

山を確認した。明確な遺構は確認されなかったが、地山の傾斜が平坦になっており、地山を造成した

痕跡と考えられる。地山上に黒褐色粘質土層、暗褐色砂質土層が堆積 し、この造成面の埋上が包含層

の可能性がある。時期は黒褐色粘質土中からの出土遺物が少なく不明であるが、周辺の地層の状況か

調査位置図  (1/40000)

-14-



第3章 第 2節 平成19年度 (2007年度)実施の調査成果

ら弥生時代～中世と考えられる。

丁2 予定地西端に6.0× 3.Omの トレンチを設定 した。

北端において地表下120cmで黄色砂質土層の地山を確

認した。南端では地山がやや低 くなり、その上に中世

期以降の暗褐色砂質土が堆積する。地山上で、時期不

明の土墳が検出された。調査区外へ延びているため詳

細は不明で、水田境界溝の可能性 もある。Tlで確認

された黒褐色粘質土層は、削平により確認されなかっ

た。

図化できた出土遺物では、弥生土器壺31、 須恵器

では杯蓋32、 勝間田焼では椀33～ 37、 小皿41～ 43、

こね鉢38、 甕39040、 瓦質土器鍋44がある。

(調査結果)

確認調査の結果、 トレンチ 2ヶ 所共に遺構 と見られる痕跡が確認され、丘陵上を中心とする金仙寺

散布地が丘陵裾にまで広がっていることが判明した。堆積土から、時期は弥生時代～中世 と考えら

れ、この時期の集落の存在が想定される。

丁 1 T2

OTl～T3
1 造成土

2.1日 表土・床土

3 灰色粘質土

4 暗褐色砂質土 (遺物包含層)

5 黒灰色粘質土 (遺物包含層)

※ レベル は任意

0          5m

一一
　

４２

フ

フ
43

二
~//・

′′′′′   33

fffr/
36

40

第13図  トレンチ位置図 (1/5000)

b

7

トレンチ平面・断面図

二
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第3章 第2節 平成19年度 (2007年度)実施の調査成果

4.土居遺跡確認調査 (H19-4)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町黒土字吉政295-1ほ か

(工事内容) 共同住宅建設

(調査期間) 平成19年 10月 16日 ～10月 23日

(調査面積) 約19ゴ

(調査概要)

勝央町黒土地内において共同住宅の建設が計画され

た。予定地内は、周知の土居遺跡に該当することから、

事前の確認調査を実施することとなった。調査は計画範

囲に3ヶ 所の トレンチを設定した。掘削はすべて人力で

行い、遺構検出・掘削 。出土遺物の採取を行った。以下、

各 トレンチの調査概要を述べる。

丁 1 予定地西側に2.5× 1.8mの トレンチを設定 した。

基本層序は耕作土、盛土、旧表土、灰褐色砂質土、遺物

包含層である黒褐色粘質土、地山である黄色粘質土の順

である。地山は地表下60cmの 位置である。遺構は地山面

T2

OTl～ T3
1.表土

2.造成土

3.1日 表土・床土

4.灰褐色砂質土 (遺物包含層)

5.黒褐色砂質土 鑓 物包含層)

6.黒灰色砂質土

7 暗灰色砂質土

‐イ′́

'6 7■

7750
M

Ⅷ ニノ 49 輩 1

丁 1

調査位置図 (1/40000)

第15図  トレンチ位置図 (1/5000)

T3

で溝 2条が確認され、黒灰色砂質土を埋土とする。出土遺物は、勝間田焼、土師器があり、時期は中

世と考えられる。

T2 予定地中央に4.0× 2.2mの トレンチを設定 した。基本層序は耕作土、盛土、旧表土、遺物包含

0       2m

｀
準 二

七 5

サ

謗
10 cm ″

ダ
52

土土器 (1/4)第16図  トレンチ平面・断面図 (1/100)0出
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第3章 第2節 平成19年度 (2007年度)実施の調査成果

層である灰褐色砂質土、地山である黄色粘質土の順である。地山は地表下60cm前後で確認した。遺構

は地山面で柱穴 1基、土墳 1基、溝 3条が確認され、暗灰色粘質土を埋土とする。出土遺物は、勝間

田焼、土師器があり、時期は中世と考えられる。

T3 予定地東端に3.0× 2.lmの トレンチを設定 した。基本層序は耕作土、盛土、旧表土、地山であ

る黄色砂質土の順である。地山は地表下50cmで確認 した。T3付近は近世以降の開墾等で平坦に削平

されている。遺構は、直径15cmの小ピット、杭痕を確認した。暗灰色土を埋土とすることから時期は

中世のものと考えられる。遺物は土師器片が出土している。

図化できた出土遺物に、勝間田焼では椀45～ 46、 小皿47、 壺48、 土師器小皿49、 青磁の椀50、 瓦

質土器羽釜51、 須恵器壺52がある。石器では、環状石斧 Slがある。平面円形で縁に刃を付けて整

形 している。

(調査結果)

今回の確認調査の結果、各 トレンチから遺構 。遺物が確認され、土居遺跡の広が りが今回の調査地

にも及んでいることが判明した。特に柱穴、土墳、溝は中世のもので当時期の集落が存在するようで

ある。これらのことから土居遺跡は、弥生時代～中世にかけての集落遺跡と考えられ、さらに広範囲

に広がることが予想される。

5.舞台裏遺跡確認調査 (H19-5)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町植月北字久保3494

(工事内容) 個人住宅建築

(調査期間) 平成19年 11月 26日

(調査面積)28ゴ

(調査概要)

植月北地内において個人住宅の建設が計画された。予定地は周知の舞台裏遺跡に該当していること

から、事前の確認調査を実施することとなった。調査では、予定地にTl～ T3の 3ケ 所の トレンチ

を設定 した。重機で表土 。造成土を除去後、入力により遺構面の確認 。精査を行った。以下、各 トレ

ンチの概要を述べる。

Tl 計画地の東側に5.3× 2.5mの トレンチを設定 した。表土、圃場整備造成土を除去後、地山と考

えられる黄灰褐色砂質土が確認された。地山は地表下65cmで達する。周辺は圃場整備により削平を受

け、南半分は地山が削平されている。遺物包含層と考えられ

る黒褐色砂質土は部分的に残っているが大部分が失われてい

る。柱穴は2基を確認した。包含層中からは弥生土器片が出

土し、須恵器もわずかに出土している。

T2 計画地西側に4.2× 2.3mの トレンチを設定した。基本

層序は表土、回場整備造成土、遺物包含層である黒色砂質

土、黒灰色砂質土、地山である黄灰褐色砂質土である。包含

層までは65cm、 地山までは105cmで達する。地山は西南方向

へ向けて下がっていくようである。地山面で柱穴 1基が検出

調査位置図 (1/40000)

(1/5000)

-17-

第17図  トレンチ位置図



第3章 第2節 平成19年度 (2007年度)実施の調査成果

された。黒色砂質土中から弥生土器片が出土している。

T3 計画地北西倶1に 2.8× 2.Omの トレンチを設定 した。基本層序は表土、圃場整備造成土、遺物包

含層である黒褐色砂質土、地山である黄灰褐色砂質土の順である。包含層までは55cm、 地山までは65

cmで達する。ここでは面積が狭小なこともあり、遺構 。遺物は確認されなかった。

図化 した出土遺物は弥生土器である。甕53054、 器台55は突帯や細線を充填 した鋸歯文で装飾され

ている。最下段には、焼成後の穿孔がある。

(調査結果)

調査により、Tl、 T2か ら遺構・遺物が発見された。包含層からは弥生時代の土器が出土してお

り、わずかに柱穴が確認されたことから、周辺に弥生時代の集落が広がっていることが判明した。ま

た周辺の地形はTlか らT2にかけて、急に地山が下がってきており、T2付近は谷状の地形を呈す

ると考えられる。

Tl 丁 3

OTl～ 3

1.表土

2.洵姓

3.黒褐色砂質土

4.黒褐色砂質土

5.暗褐鯛 土

6.黒色砂質土 鑓物包含層〉

7.黒灰色砂質土 (遺物包含層)

※ レベ ル は任 意
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第18図  トレンチ平面・断面図

6.家ノ下散布地確認調査 (2次)(H19-6)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町植月北地内

(工事内容) 道路改良

(調査期間) 平成19年 11月 16日 ～11月 22日

(調査面積) 約10ゴ

(1/100)・ 出土土器 (1/4)

調査位置図 (1/40000)

-18-



第3章 第2節 平成19年度 (2007年度)実施の調査成果

(調査概要)

勝央町植月北地内において、鳥羽野田中線の建設が計画された。予定地内は周知の家ノ下散布地に

該当することから、事前に確認調査を実施することとなった。平成18年 9月 に第 1次試掘調査 (Tl
～T5)を 実施 した。今回は、 2次調査 として北側丘陵の先端に2ヶ 所 (T6、 T7)を 設定 した。

調査では、すべて人力により作業を行い、包含層を掘削、遺構検出、掘削、出土遺物の採取を行っ

た。以下では、各 トレンチの調査概要を述べる。

丁6 3.8× 1.4mの トレンチを設定 した。基本層序は表土、圃場造成土、遺物包含層である灰褐色砂

質土、黒灰粘砂質土、地山である黄褐色粘質土の順である。地山は地表下30cmで達する。南側は地形

が下が り、暗黒灰色粘砂質土、砂層が堆積 している。東西に延びる谷 もしくは流路と考えられる。西

半分は暗渠により削平されていた。明確な遺構は確認されなかった。出土遺物では、流路から弥生土

器、須恵器等が少量出土した。

丁7 3.0× 1.3mの トレンチを設定 した。基本層序は表土、圃場整備造成土、地山の順である。圃場

整備の際の削平が著 しい。地表下30cmで地山に達する。遺構は暗渠を除去 した下から検出された。遺

構は、土墳が東半分検出されたのみで、現状で長さlm、 幅30cm、 深さ40cmを 測る。埋土は黒灰色砂

質土が堆積 している6出土遺物では、造成土中から弥生土器、須恵器等が少量出土 した。

(調査結果)

今回の調査では、北側の丘陵裾に確認調査を実施 した。まずT7で土墳を検出し、T6で地形の落

ちを確認したことから、平成18年のTl～ T4に確認された荒神遺跡と、家ノ下遺跡との境にあたる

と考えられる。遺跡はさらに西へ広がっていると考えられる。時期は、出土遺物から弥生～古墳時代

と考えられる。

丁 6 丁 7

シ

コ     [

イ

2m
OT6
1 表土

2 褐色砂質土

3.黒灰色粘砂土 (遺物包含層)

4.暗黒灰色砂土 (遺物包含層)

5.灰白色砂層

トレンチ位置図 (1/5000)・ 平面・断面図 (1/100)

OT7
1 表土

2 適姓

3 黒灰色砂質土

第19図

7.藤ヶ瀬遺跡確認調査 (H19-7)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町黒土字藤ヶ瀬465-3

(工事内容) 共同住宅建設

(調査期間) 平成19年 11月 29日 ～12月 7日

(調査面積) 47ぷ

L=125.Om

2   3

調査位置図 (1/40000)

-19-



第 3章 第 2節 平成19年度 (2007年度)実施の調査成果

(調査概要)

勝央町黒土において共同住宅の建設が計画された。

予定地は周知の藤ヶ瀬遺跡に該当し、すぐ北隣の調査

でも古墳～中世の集落が発見されていることなどか

ら、事前の確認調査を実施することとなった。工事予

定範囲内全域にTl～ T7の 7ケ 所の トレンチを設定

し、重機で表土・造成土を除去後、人力により遺構面

の確認 。精査を行った。以下、各 トレンチの調査概要

を述べる。

丁1 計画範囲の中央付近に2.2× 8.Omの トレンチを

設定した。表土、圃場整備造成土を除去後すぐに地山 第20図  トレンチ位置図 (1/5000)

である黄色砂質土面が現れた。南側では、中世期と思われる灰褐色土の包含層が僅かに残る。地山面

は表土下40cmで確認され、概ね水平である。この地山面上で中世以前の耕作痕、中世期の柱穴、溝な

どの遺構を検出した。それに伴い須恵器、土師器、勝間田焼等の遺物が出土 している。

丁2 計画地中央付近に1.4× 3.2mの トレンチを設定 した。表土。造成土下35cmで地山である黄色砂質

土面が現れた。南へ下がっていき、中世期 と思われる灰褐色土の包含層が10cmほ どの厚さで残る。東

端地山面上で南北に直線的に延びる中世期の溝を検出した。それに伴い勝間田焼、土師器等の遺物が

出土 している。

丁3 計画地西北端に3.8× 1.4mの トレンチを設定 した。表土直下で地山が検出された。削平が著 し

く、遺構 。遺物は確認されなかった。

丁4 計画地西南端に1.5× 6.6mの トレンチを設定 した。付近の基本層序は表土、圃場造成土、遺物

包含層である灰褐色砂質土、暗褐色粘質土、地山である黄色砂質土面の順である。地山面は表土下35

cmで確認された。遺構は東西に延びる細い溝が検出された。遺物は、包含層中より須恵器、勝間田

焼、土師器等が出土 している。

丁5 計画地西北、1.0× 4.Omの トレンチを設定 した。T3が削平を受けていたため、あらたに設定

した。表土直下で地山が検出された。T3同様に著 しく削平を受けていた。

丁6 計画地北東端に3.4× 3.2mの トレンチを設定 した。表土、回場造成土を除去後す ぐに地山であ

る黄色砂質土層が現れた。地山は表土下35cmで確認され、圃場整備により大きく削平を受けている。

この地山面上から柱穴多数を検出した。柱穴は灰色 もしくは暗褐色を呈 し、中世およびそれ以前の時

期の遺構 と考えられる。勝間田焼、土師器等の遺物が出土している。

丁7 計画地東南端に2.2× 8.Omの トレンチを設定 した。基本層序は表土、回場造成土、遺物包含層

である灰褐色砂質土、地山である黄色砂質土面である。東端はやや削平を受けている。包含層は地表

下45cm、 地山は50cm下 で確認された。地山面上から柱穴、土墳などが検出された。遺物は、勝間田

焼、土師器等が出土 している。

図化できた出土遺物に、勝間田焼椀56～ 64、 小皿65～ 67がある。

(調査結果)

調査により、T3、 T5を 除 くすべての トレンチから遺構・遺物が発見され、遺跡が広範囲に広

がっていることが判明した。出土遺物では須恵器などの古墳時代の遺物のほか、勝間田焼、土師器な

-20-



第3章 第2節 平成19年度 (2007年度)実施の調査成果

どが多 く古代末～中世期の集落が中心と考えられる。す ぐ北佃1の調査区から比べると遺構密度はやや

薄くなり、建物群の中心は、Tlか ら東に展開すると考えられる。また、T3～ T5で も浅い位置で

地山が確認され、さらに西に遺跡が広がっていることが予想される。また、少ないものの中世より古

い時期の遺構 もあり、付近は断続的に集落が存在 したようである。

T21 丁 3丁 1

爾訂
~

3 2

※レベルは任意

T7

T4

T6

OTl～ T7
1.表土

2.造成土

3.灰褐色砂質土 (遺物包含層)

4 暗褐色粘質土 (遺物包含層)

5 暗褐色砂質土
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第 3章 第 3節 平成20年度 (2008年度)実施の調査成果

第 3節 平成20年度 (2008年度)実施の調査成果

1.三反田散布地試掘調査 (H20-1)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町植月中字三反田2810… 1,2

(工事内容) 共同住宅建設

(調査期間) 平成20年 5月 14日 ～ 5月 16日

(調査面積) 40ゴ

(調査概要)

植月中地内において共同住宅の建設が計画された。予定地は周知の大谷荒神遺跡、学散布地に隣接

し、地形などから遺跡の広がる可能性が考えられることから、事前に試掘調査を実施することとなっ

た。調査では、予定地にTl～ T4の 4ケ 所の トレンチを設定 した。重機で表土 。造成土を除去後、

入力により遺構面の確認・精査を行った。以下、各 トレンチの概要を述べる。

丁1 計画地の東側に1.4× 4.Omの トレンチを設定 した。表土を除去後20cm下で地山と考えられる黄

褐色砂質土が確認された。圃場整備により削平を受けてお り、平坦に造成されている。性格不明の

ビット1基 を確認 した。出土遺物は認められなかった。

丁2 計画地中央付近に2.0× 7.Omの南北に長い トレンチを設定 した。表土、圃場造成土を除去後す

ぐに地山が確認された。圃場により地山は平坦に造成されており、さらに北端は大きく地下げされて

いる。地形は緩やかに北に下が り、一部に包含層と見 られる黒褐色砂質土の痕跡が認められた。地山

面で柱穴 4基が検出された。遺構埋土は褐色砂質土、黒褐色砂質土があり、時期が異なうている。出

土遺物は認められなかった。

丁3 計画地北西側に1.8× 2.7mの トレンチを設定 した。表土、圃場整備土、旧耕作土を下げると地

表下1.2mの地点で黄灰褐色砂質土の地山を確認 した。地山は圃場整備以前に造成されていた。遺

構・遺物は確認されなかった。

丁4 T3の 西側に2.5× 6.Omの東西に長い トレンチを設定 した。表土、圃場整備造成土を除去後す

ぐに地山が確認された。回場により地山は平坦に造成されている。さらに西端は大きく地下げされ、

T2か らの削平範囲が続 くようである。地形は緩やか

に北西に下が り、削平を免れた包含層と見られる黒褐

色砂質土を確認 した。地山面で柱穴 4基、溝等が検出

された。T3同様、遺構埋土は褐色砂質土、黒褐色砂

質土がある。出土遺物では、溝から土師器片が確認さ

れた。

(調査結果)

調査の結果、特にT2、 T4か らまとまって遺構が

発見され、丘陵の先端部周辺に新規の遺跡の存在が確

認された。遺物は土師器が出土 しているため、詳細な

時期は不明であるが、古墳～平安時代 と考えられる。

調査位置図 (1/40000)
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第3章 第3節 平成20年度 (2008年度)実施の調査成果

今回の予定地では圃場整備により山側を削平 して谷側へ土を押 し出すなどの削平が著 しく、削平を免

れた丘陵先端部付近に部分的に遺跡が残存しているようである。今回の調査成果により、付近に広が

る緩やかな丘陵北斜面側にも多くの遺跡が存在する可能性が高くなった。

T2 T3

※レベルは任意

Tl

|.,,r,,777● T■ J!:中‐__"=T7・ T,=|

OT3
1.表土

2 適姓

3 旧表土

0                    5m

丁 4

OT4
1 表土

2 蹴

3 黒褐色砂質土 (遺物包含層)

第23図  トレンチ平面・断面図 (1/100)

2.榎土居散布地確認調査 (H20-2)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町東吉田952-1

(工事内容) 道路改良

(調査期間) 平成20年 6月 10日 ～ 6月 13日

(調査面積) 約48ぷ

(調査概要)

勝央町東吉田地内において町道東吉田畑屋線の改良工事が計画された。予定地内は周知の榎土居散

布地に該当することから、事前の確認調査を実施することとなった。結果を基に再度協議を行うこと

となった。計画予定地に3ヶ所のトレンチを設定した。すべて入力により表土、包含層を掘削し、遺

構検出、掘削、出土遺物の採取を行った。以下各 トレンチの調査概要を述べる。

丁1 予定地北端に2.5× 1.3mの トレンチを設定した。基本層序は表土、黄褐色砂質土、地山の順で

調査位置図 (1/40000)
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第3章 第3節 平成20年度 (2008年度)実施の調査成果

ある。黄褐色砂質土は比較的締まった層である。地山は地表下30cmで確認され、川原石を含む礫層で

ある。遺構・遺物ともに確認されなかった。

丁2 予定地中央付近に3.0× 1.3mの トレンチを設定 した。Tl同様、基本層序は表土、黄褐色砂質

土、地山の順である。地山は地表下20～ 30cmで確認され、南に向けてやや下がってい く状況である。

遺構 。遺物ともに確認されなかった。

丁3 予定地南付近に1.0× 1.2mの トレンチを設定 した。層序はTl、 T2と は全 く異なり、表土、

造成土、旧表土、青色系粘質土、地山の順である。地山は地表下90cmの 深い位置で確認され、砂礫層

である。遺構・遺物ともに確認されなかった。

(調査結果)

確認調査の結果、 トレンチ 3ヶ 所共に遺構・遺物は確認されなかった。周辺は、滝川の氾濫原にあ

たり、Tl、 T2は浅い位置で地山が確認され、自然堤防のような立地である。T3は旧流路と見ら

れ、湿地のような状況であり、今回の予定地には遺跡は確認されなかった。南側の丘陵裾に一段高い

段丘面があり、南側に遺跡が存在すると考えられる。

Tl T3
~※

レベルは任意  [][]]~

― Fヨ ー
一慕幕幕扁

丁 2

(1/5000)・ 平面・断面図 (1/100)

OTl～ T3
1.表土

2造 成土

3.旧表土

4 黄褐色砂質11

5.褐灰色粘 :L

6.青灰色州lil

0       2m

第24図  トレンチ位置図

3.前高下散布地確認調査 (H20-3)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町植月北3219ほ か

(工事内容) 道路改良

(調査期間) 平成20年 7月 15日 ～ 7月 25日

(調査面積) 約60ゴ

(調査概要)

勝央町植月北地内において農道鳥羽野線の改良工事が計画された。予定地内は周知の前高下散布地

に該当することから、事前の確認調査を実施することとなった。計画予定地は南に延びる丘陵の尾根

部から東斜面にまたが り、丘陵の頂上付近に2ヶ 所 (Tl～ T2)、 東斜面に3ヶ 所 (T3～ T5)を

設定 した。重機により表土を除去後、人力により包含層を掘削、遺構検出、掘削、出土遺物の採取を

/

調査位置図 (1/40000)
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行った。以下では、各 トレンチの調査概要を述べ

る。

丁1 丘陵平坦部に7.0× 1.6mの トレンチを設定

した。表土下直 ぐに地山である黄色砂質土が確認

され、農地開発により削平を受けている。西端付

近では、遺物包含層と見られる黒灰色砂質層が残

存 している。遺構では、近世～現代と見られる墓

が 2基確認されたが、明確 な遺構は確認されな

かった。遺物では、弥生土器が少量出土 している。

丁2 丘陵平坦部に10.0× 2.5mの トレンチを設定

した。Tl同様に表土下直 ぐに地山が確認され、

丁 1

tr、

がｔ
ヽ

ヘ
0

ヽ 一
、 や 、
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丁 3

◎ヽ

L=153.Om

OTl～T5
1 表土

2 褐色土

3 黒灰色砂質土

4 黒褐色砂質土

5 黄褐色砂質土

L=142.5rr

L=138.5m

L=153.Om

丁 4 T5

〕                   5m

|    (l〕
● |

L=140.Om

(1/5000)・ 平面 0断面図 (1/100)
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第 3章 第 3節 平成20年度 (2008年度)実施の調査成果

10 cm

第26図  出土土器 (1/4)

削平が著 しい。遺構では、弥生時代の住居に伴うと見られる柱穴のほか、大溝が確認された。大溝は

直線的に延び、長さ3m以上、幅 2mを測る。断面は逆台形で、底面は平坦である。また底面中央で

柱穴が 2基確認された。出土遺物では、大溝を中心に弥生土器が比較的多 く出土 しており、特徴から

弥生時代後期のものと考えられる。その他、近世～現代と見られる墓が 4基確認された。

T3 斜面部に4.0× 1.7mの トレンチを設定 した。表土下直 ぐに地山が確認された。付近は農地開発

により大きく削平を受けている。遺構は柱穴が 1基確認されたのみである。出土遺物では弥生土器片

がわずかに出土 した。

丁4 斜面部に6.0× 2.Omの トレンチを設定 した。表土下で黒灰色砂質層が確認され、さらに30cm下

で地山が確認された。現地形と同様、なだらかな斜面地形を呈する。明確な遺構はなく、出土遺物 も

確認されなかった。

丁5 斜面部に4.0× 1.8mの トレンチを設定 した。表土下で黒灰色砂質層が確認され、さらに20cm下

で地山が確認された。現地形と同様になだらかな斜面地形を呈する。明確な遺構はなく、出土遺物も

確認されなかった。

図化できた出土遺物は、弥生土器壺68、 器台69がある。これらはT2の包含層から出土 したもの

である。

(調査結果)

5ケ 所の確認調査を実施 した。丘陵平坦部ではT2を 中心に弥生時代の遺構 。遺物が確認された。

隣接するTlでは遺物が確認されたが、遺構はなく密度が薄かったか削平されたものと考えられる。

斜面ではT3で柱穴が確認された。T4～ T5は、クロボク層は残存 していたが、出土遺物はなく、

斜面でも水田に近い範囲に集落は存在 しないようである。これらのことから、丘陵頂上から斜面にか

かる範囲には弥生時代の集落が広がっていると考えられる。

4.大澤散布地確認調査 (H20-4)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町植月中2148-1

(工事内容) 個人住宅建築

(調査期間) 平成20年 7月 16日

(調査面積) 約30ゴ

(調査概要)

植月中地内において個人住宅の建設が計画された。予定地内は周知の大澤散布地に該当することか

調査位置図 (1/40000)
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第 3章 第 3節 平成20年度 (2008年度)実施の調査成果

ら、事前の確認調査を実施することとなった。調査は計

画予定地の斜面に2ヶ 所の トレンチを設定 した。重機に

より表土を除去後、人力で遺構検出、掘削、出土遺物の

採取を行った。以下、各 トレンチの概要を述べる。

丁1 予定地中央に17.0× 1.5mの トレンチを設定 した。

基本層序は表土、褐色砂質土、地山の順である。地山は

地表下30cmで確認された。全体に削平を受けており、谷

側にのみ褐色砂質土が認められた。遺構 。遺物 ともに確

認されなかった。

丁2 予定地中央付近に5.6× 1.2mの トレンチを設定 し   第27図 トレンチ位置図 (1/5000)

た。層序はTlと 同様で地山は地表下20cmで確認された。遺構 。遺物ともに確認されなかった。

(調査結果)

確認調査の結果、今回の予定地には遺構・遺物は確認されなかった。遺跡の範囲は丘陵の頂上付近

までと考えられる。

5.平筑散布地試掘調査 (H20-5)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町勝間田字平坑68… 1

(工事内容) 共同住宅建設

(調査期間) 平成20年 8月 6日 ～ 8月 8日

(調査面積) 21ゴ

(調査概要)

勝間田地内において共同住宅の建設が計画された。予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地には含まれて

いないが、付近一帯の遺跡の状況が不明なことから、試掘調査を実施することとなった。東からTl
～T3の 3ヶ 所の トレンチを設定 し、基本的に重機で表土・造成土を除去、入力により遺構面の確

認・精査を行った。以下、各 トレンチの概要を述べる。

丁1 計画範囲の西端に3.5× 1.4mの トレンチを設定 した。基本層序は、表土、造成土、暗灰色粘質

土層、暗灰色砂礫層、青灰色粘質土層、青灰色粘質土 =

層、地山の順である。地山は、砂礫層である。遺構 。

遺物ともに確認されなかった。

丁2 計画範囲の中央に4.6× 1.6mの トレンチを設定

した。基本層序は、表土、造成土、灰褐色粘質土層、

黒灰色粘質土層、黄灰色粘質土層、地山の順である。

地山は、砂礫層である。遺構・遺物ともに確認されな

かった。

丁3 計画範囲の西端に4.6× 2.Omの トレンチを設定

した。基本層序は、表土、造成上、灰褐粘質土層、黒

灰粘質土層、灰褐色粘砂土層、地山の順である。地山

調査位置図 (1/40000)

第28図  トレンチ位置図 (1/5000)

-27-



第 3章 第 3節 平成20年度 (2008年度)実施の調査成果

は、砂礫層である。ここでは、黒灰粘質土層面において、 1条の溝が確認された。東西に直線的に延

び、幅20cm、 深さ5 cmを測る。埋土は灰褐粘質土である。遺物は確認されなかった。

(調査結果)

調査の結果、計画地西端T3付近において、溝が 1条発見され、密度は低いものの遺跡の一部が発

見された。T2、 T3と 同様の堆積層が認められ、ある時期には土地が安定し、集落が存在 した可能

性がある。しかしながら、遺物の出土もなく、遺構の密度も低いことから、付近一帯は頻繁に河川の

氾濫があった不安定な土地と考えられる。

T2

0                    5m

丁 1

OTl
l 表土

2 級

3 暗灰色粘質土

4.暗灰色砂礫土

5.青灰色粘質土

6.青灰色粘質土

OT2・ T3
1 表土

2造 成土

3 灰褐色粘質土

4.黒灰色粘質土

5.黄灰色粘質土

6 灰褐色粘砂土

トレンチ平面・断面図 (1/100)

6.藤ヶ瀬遺跡確認調査 (H20-6)

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町黒土字藤ヶ瀬475-9

(工事内容) 共同住宅建設

(調査期間) 平成20年 10月 20日 ～10月 22日

(調査面積)24ゴ

(調査概要)

勝央町黒土地内において共同住宅の建設が計画された。予定地は周知の藤ヶ瀬遺跡に該当すること

から、事前の確認調査を実施することとなった。調査では、計画範囲内全域にTl～ T4の 4ヶ 所の

トレンチを設定した。重機で表土・造成土を除去後、人力により遺構面の確認・精査を行った。以下、

各 トレンチの調査概要を述べる。

Tl 計画範囲の東端角に1.8× 6.3mの トレンチを設定した。基本層序は、表土、圃場造成土、灰褐

色砂質土、黒色粘質土、地山の順である。地山は、北側では暗褐色砂礫層、南側では黄褐色砂質土で

ある。20cm下で検出された黒色粘質土面において南北に延びる溝が 1条確認された。幅 lm、 深さ30

調査位置図 (1/40000)
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第 3章 第 3節 平成20年度 (2008年度)実施の調査成果

cmを 測 り調査区外に延びている。埋土は灰褐色砂質土

である。出土遺物は確認されていないが、埋土から中

世期のものと考えられる。

丁2 計画範囲南端に1.8× 2.5mの トレンチを設定 し

た。ここでは表土、回場造成土直下で地山が検出され

た。地山は黄褐色砂質土で、表土から50cmの 深さを測

る。遺構 。遺物ともに確認されなかった。

丁3 計画範囲北端に3.8× 1.8mの トレンチを設定 し

た。基本層序は、表土、回場造成土、黒灰色粘質土、

地山の順である。地山は砂礫層である。圃場による削平が著 しく地層が乱れている。遺構・遺物は確

認されなかった。

丁4 計画範囲西端角に1.4× 1.Omの トレンチを設定 した。基本層序は、表土、回場造成土、地山の

順である。地山は黄褐色砂質土で、表土から40cmの 深さを測る。地山は分層され、20cm下で黒褐色砂

質土、さらに20cm下で砂礫層となる。ここでは遺構・遺物ともに確認されなかった。

図化できた出土遺物に須恵器では高杯の蓋70と 身71、 勝間田焼椀72073がある。

(調査結果)

調査の結果、Tlにおいて南北に延びる溝が検出された。地山が徐々に南に下がっていくことや、

南には滝川が迫っていることなどから、この付近が南に張 り出した微高地の先端付近と考えられる。

削平によりT2～ T4では遺構は確認されなかったが、付近に遺跡が広がる可能性が高い。出土遺物

は少ないが、およそ古代末～中世期の集落が広がっていると考えられる。

丁 1 丁 2

OTl・ T2
1 表土

2 適姓

3 旧表土・床土

4.灰色砂質土

5.灰褐色砂質土

6.灰色砂礫土

7.黒褐色粘質土

8.暗褐色砂質土

0       2m

※レベルは任意

T4

|  |
/

_ヽ、 語
~

―――――一―    -1-~  F膏
薫7

7・ 72

0

ア=
う′   73

10 cm
OT3                                0T4
1 表±   3 黒灰粘質±                    1.表 ±   3.黄 褐色砂質土

2.適裁±  4 砂±                       2 造成±  4.黒褐色粘質土

第31図  トレンチ平面・断面図 (1/100)・ 出土土器 (1/4)

第30図  トレンチ位置図 (1/5000)
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第3章 第3節 平成20年度 (2008年度)実施の調査成果

7.天王散布地確認調査 (H20-7)

丁 2

(所 在 地) 岡山県勝田郡勝央町岡字天王1271

(工事内容) 道路改良

(調査期間) 平成20年 11月 12日 ～11月 18日

(調査面積)26ぷ

(調査概要)

勝央町岡地内において町道岡本線の改良工事が計画された。予定地は周知の天王散布地に該当する

ため、事前の確認調査を実施することとなった。今年度工事予定範囲内にTl～ T6の 6ヶ 所の トレ

ンチを設定した。重機で表土・造成土を除去後、人力により遺構面の確認 。精査を行った。以下、各

トレンチの調査概要を述べる。

丁 1 計画範囲西端に2.5× 1.2mの トレンチを設

定した。基本層序は表土、回場造成土、暗褐色粘

砂土、黒色粘質土、黄褐色砂礫土、砂礫層の順で

ある。地表下130cmで砂礫層に達する。ここでは

遺構 。遺物ともに確認されなかった。

丁2 Tlと 同じ水田の東倶1に 2.6× 1.Omの トレ

ンチを設定 した。基本層序は表土、回場造成土、

暗灰色粘砂質土、地山と見られる黄灰色粘砂土の

順である。地表下70cmで地山に達する。ここでは

遺構 。遺物ともに確認されなかった。

一■１．　　．

丁

＼

L=103.Om

0       2m

丁 4

L=1050m

第33図  トレンチ平面・断面図 (1/100)

第32図  トレンチ位置図 (1/5000)

OTl・ T2
1.表土

2 造成土

3 暗褐色粘砂質土□

¨
靴灯囃

丁 3

OT3・ T4
1.表±      6 灰色砂質土

2.造成±     7 暗褐色砂質土 (遺物包含層)

3 灰褐色砂質±  8 暗褐色粘砂質土
4 青灰色粘質±  9 黒褐色粘砂質土

5 褐色じ質土

L=105.Om

＼ 鵬
胴
翻
宝
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調査位置図 (1/40000)
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第3章 第 3節 平成20年度 (2008年度)実施の調査成果

丁 5 ‐

　

　

　

　

暦

一〇
３

二
〇

~|[][[[]l~

L=106.Om

OT5
1 赳

2.蹴
3 旧表土

4 灰褐色砂質土・砂礫混上

5.暗褐色砂質土 鐘 物包創動

6 暗褐色粘砂質土

7 黒褐色粘砂質土

8.黒褐色砂礫上

OT6
1.社         6.暗 掲色砂礫土

2 造成±      7 灰色砂楔土

3 灰褐色砂質±   8 灰褐銀 土

4 FH/8色 砂質±   9 灰黄褐色砂質土

5.暗褐色粘砂質±  10 砂凛土

L=106.Om

 `    /76

が
0           1o cm

万 了
80     

′′
   81

第34図  トレンチ平面・断面図 (1/100)・ 出土土器 (1/4)

丁3 -段 高 くなった水田の西端に4.5× 1.5mの トレンチを設定 した。基本層序は表土、圃場造成土、

灰褐色砂質土、青灰色粘土、褐色砂質土、地山と見られる礫層の順である。地表下70cmで地山に達す

る。後世の削平が著 しく、包含層は失われている。遺構は確認されなかった。遺物では、須恵器、土

師器、勝間田焼が少量出土している。

丁4 T3と 同一水田の東端に4.0× 1.4mの トレンチを設定 した。基本層序は表土、回場造成上、灰

色砂質土、暗褐色砂質土、暗褐色粘砂土、黒褐色粘砂土、地山である礫層の順である。東倶1で は水田

下30cmで地山に達し、北西方向に地山が下がっていく。比較的安定した暗褐色粘砂土面で精査 したが

遺構は確認されなかった。遺物では、須恵器、土師器、勝間田焼が多 く出土している。

丁5 さらに一段高 くなった水田の西端に2.0× 1.4mの トレンチを設定 した。基本層序は表土、造成

土 。旧表土、灰褐色砂質土、暗褐色砂質土、暗褐色粘砂土、黒褐色粘砂土、黒褐色砂礫土、地山と見

られる礫層の順である。地表下1.8cmで地山に達する。暗褐色粘砂土面で精査 したが遺構は確認され

なかった。遺物では、暗褐色砂質土層から須恵器、土師器、勝間田焼が出土 している。

丁6 T5と 同一水田の東端に3.6× 1.4mの トレンチを設定 した。 トレンチ西側での基本層序は表土、

圃場造成土、灰褐色砂質土、暗褐色砂質土、遺構面と見られる黄褐色砂質土の順である。中央を境に

北半分は北西方向にのびる流路状遺構の一部と見られ、東断面での層序は暗褐色粘砂土、暗褐色礫混

土、灰色礫層、灰黄褐色砂質、地山とみられる礫層の順である。遺物では、暗褐色砂質土層から、須

恵器、土師器、勝間田焼が出土 している。

図化できた出土遺物に、須恵器鉢74、 勝間田焼では椀75～ 78、 こね鉢79・ 80、 瓦質土器では羽釜

81がある。
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第3章 第 3節 平成20年度 (2008年度)実施の調査成果

(調査結果)

調査の結果、台地上のT4～ T6では遺物包含層が確認され、T6においては流路状遺構 も確認さ

れた。T3では浅い位置で地山が確認されたことから、このあたりまで台地が張 り出し、地形に沿う

形で遺跡が広がっていると推定できる。今回は狭い範囲の調査のため、明確な遺構は確認されなかっ

たが、周辺地形から、さらに東の高台や南東倶1に 集落が存在する可能性が高 くなった。出土遺物では

古墳時代～中世期のものが多 く、断続的にこの時期の集落が存在 したようである。
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舞台裏遺跡 Tl(南 から) 舞台裏遺跡 T2(南 から)
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藤ヶ瀬遺跡 (H19-7)T2(東 から)
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藤ヶ瀬遺跡 (H19-7)T3(東 から) 藤ヶ瀬遺跡 (H19-7)T4(東 から)
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前高下散布地 T3(東 から) 前高下散布地 T4(東 から)

前高下散布地 T5(東 から) 大澤散布地 遠景 (東から)
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